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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 62,216 ― 1,671 ― 1,711 ― 16,059 ―
25年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 14,614百万円 （―％） 25年3月期第3四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 607.51 ―
25年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 114,557 57,522 45.4 ―
25年3月期 ― ― ― ―
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 52,001百万円 25年3月期 ―百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― ― ―
26年3月期 ― ― ―
26年3月期（予想） 7.00 7.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 97,500 ― 2,550 ― 2,650 ― 16,000 ― 325.50



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

新規　４社　（社名）自動車部品工業株式会社、テーデーエフ株式会社   、除外　－社　（社名）    

　　　　　　　　　　　　PT．TJForge Indonesia、Jibuhin(Thailand)Co.,Ltd. 　
(詳細は添付書類３ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 (１)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。） 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想の利用にあたっての注意事項等については、 
添付資料２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
・当社は平成25年10月１日に株式会社アイメタルテクノロジーと自動車部品工業株式会社ならびにテーデーエフ株式会社の共同株式移転の方法による共同持
株会社として設立されました。この結果、当連結会計年度が第1期となるため、前期実績および前年四半期実績はありません。 
・設立に際し、株式会社アイメタルテクノロジーを取得企業として企業結合会計を適用しているため、当第３四半期累計（自 平成25年４月1日 至 平成25年12
月31日）の連結経営成績は、取得企業である株式会社アイメタルテクノロジーを基礎に、自動車部品工業株式会社とその関連会社の当第３四半期会計期間
（自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日）およびテーデーエフ株式会社とその関連会社の当第３四半期会計期間（自 平成25年10月１日 至 平成25
年12月31日）の経営成績を連結したものとなります。 
・当四半期連結会計期間は、当社設立後最初の四半期連結会計期間ですが、「第３四半期連結会計期間」として記載しております。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 49,154,282 株 25年3月期 ― 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 459,161 株 25年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 26,434,580 株 25年3月期3Q ― 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社は、平成 25 年 10 月１日に株式会社アイメタルテクノロジーと自動車部品工業株式会社なら

びにテーデーエフ株式会社の共同株式移転の方法による共同持株会社として設立されました。当該

設立に際し、株式会社アイメタルテクノロジーを取得企業として企業結合会計を適用しているため、

当第３四半期連結累計期間（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年 12 月 31 日）の連結経営成績

は、取得企業である株式会社アイメタルテクノロジーを基礎に、自動車部品工業株式会社とその関

係会社の当第３四半期会計期間（自 平成 25 年 10 月１日 至 平成 25 年 12 月 31 日）およびテ

ーデーエフ株式会社とその関係会社の当第３四半期会計期間（自 平成 25 年 10 月１日 至 平成

25 年 12 月 31 日）の経営成績を連結したものとなります。 

なお、当第３四半期連結会計期間（自 平成 25 年 10 月１日 至 平成 25 年 12 月 31 日）は、

当社設立後最初の四半期連結会計期間となりますが、「第３四半期連結会計期間」として記載して

おります。また、当四半期決算短信は、当社の設立後最初に提出するものとなるため、前年同期と

の対比は行っておりません。 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災からの復興需要および政策効

果等により、緩やかな回復基調の中で推移いたしました。 

トラック市場におきましては、国内では復興関連の需要が堅調であるものの、海外では、タイを

中心としたアセアン新興国で足元の需要に減速感が見られます。 

建設機械市場におきましては、国内では復興関連のレンタル向け需要が好調に推移いたしました

が、海外では中国で公共事業に伴う需要の増加がある一方、タイ、インドネシアでは政情不安と鉱

物資源の価格下落等の影響により需要が減少いたしました。 

このような情勢下、当第３四半期連結累計期間の売上高は 62,216 百万円、営業利益は 1,671 百万

円、経常利益は 1,711 百万円となりました。四半期純利益につきましては、自動車部品工業株式会

社およびテーデーエフ株式会社との経営統合等による負ののれん発生益 15,520 百万円と、段階取得

に係る差損 698 百万円の影響により 16,059 百万円となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、114,557 百万円となりました。その主な内訳は、受取

手形及び売掛金が 20,279 百万円、有形固定資産が 65,109 百万円であります。 

負債は、57,035 百万円となりました。その主な内訳は支払手形及び買掛金が 21,240 百万円、長

期借入金 9,730 百万円であります。 

純資産は、57,522 百万円となりました。その主な内訳は、資本金が 5,500 百万円、資本剰余金が

22,538 百万円、利益剰余金が 23,459 百万円であります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、平成 25 年 10 月１日に発表いたしました業績予想から変更

はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当社は、平成 25 年 10 月１日に株式会社アイメタルテクノロジーと自動車部品工業株式会社なら

びにテーデーエフ株式会社との共同株式移転の方法による共同持株会社として設立されました。設

立に際しては、株式会社アイメタルテクノロジーを取得企業として企業結合会計を適用し、自動車

部品工業株式会社、テーデーエフ株式会社のほか、新たに４社を連結範囲に含めております。 

また、第１四半期連結会計期間より、株式会社アイメタルテクノロジーは持分法適用関連会社で

あった PT.Asian Isuzu Casting Center の株式を追加で取得したため、同社を連結の範囲に含めて

おります。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著

しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法を採っております。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 12,253 

受取手形及び売掛金 20,279 

たな卸資産 8,489 

その他 4,036 

貸倒引当金 △1 

流動資産合計 45,055 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額） 14,465 

機械装置及び運搬具（純額） 21,862 

土地 17,357 

建設仮勘定 9,267 

その他（純額） 2,156 

有形固定資産合計 65,109 

無形固定資産 963 

投資その他の資産 

その他 4,014 

貸倒引当金 △585 

投資その他の資産合計 3,429 

固定資産合計 69,502 

資産合計 114,557 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 21,240 

短期借入金 10,067 

未払法人税等 456 

賞与引当金 872 

その他 6,900 

流動負債合計 39,537 

固定負債 

長期借入金 9,730 

再評価に係る繰延税金負債 1,009 

退職給付引当金 3,339 

その他 2,944 

環境対策引当金 474 

固定負債合計 17,498 

負債合計 57,035 
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(単位：百万円) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 5,500 

資本剰余金 22,538 

利益剰余金 23,459 

自己株式 △127 

株主資本合計 51,370 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 89 

土地再評価差額金 1,544 

為替換算調整勘定 △1,002 

その他の包括利益累計額合計 631 

少数株主持分 5,520 

純資産合計 57,522 

負債純資産合計 114,557 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
四半期連結損益計算書 
第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 

売上高 62,216 

売上原価 56,583 

売上総利益 5,632 

販売費及び一般管理費 

運搬費 1,057 

給料及び手当 1,067 

賞与引当金繰入額 96 

退職給付引当金繰入額 25 

その他 1,712 

販売費及び一般管理費合計 3,960 

営業利益 1,671 

営業外収益 

受取利息 25 

受取配当金 114 

持分法による投資利益 53 

その他 282 

営業外収益合計 475 

営業外費用 

支払利息 102 

その他 334 

営業外費用合計 436 

経常利益 1,711 

特別利益 

固定資産売却益 1 

負ののれん発生益 15,520 

その他 83 

特別利益合計 15,605 

特別損失 

固定資産売却損 47 

段階取得に係る差損 698 

その他 21 

特別損失合計 767 

税金等調整前四半期純利益 16,548 

法人税等 401 

少数株主損益調整前四半期純利益 16,147 

少数株主利益 87 

四半期純利益 16,059 

IJTテクノロジーホールディングス株式会社（7315）平成26年３月期　第３四半期決算短信



   7 

四半期連結包括利益計算書 
第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 16,147 

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 △43 

為替換算調整勘定 △1,560 

持分法適用会社に対する持分相当額 70 

その他の包括利益合計 △1,533 

四半期包括利益 14,614 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 15,242 

少数株主に係る四半期包括利益 △628 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成 25 年 10 月１日に株式会社アイメタルテクノロジーと自動車部品工業株式会社およ

びテーデーエフ株式会社との共同株式移転の方法による共同持株会社として設立されました。この

結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金は、5,500 百万円、資本剰余金は 22,538 百万円、

利益剰余金は 23,459 百万円、自己株式は△127 百万円となっております。 

（セグメント情報等） 

当社グループは自動車用等関連部品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。 
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